
 

 

 

 

 

 

 

 



資料１

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

①相談支援事業（一般） 17件 10件 15件 18件 60件 51件

②相談支援事業（専門） 25件 41件 39件 45件 150件 128件

③相談支援事業（☎） 35件 32件 51件 15件 133件 120件

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

④児童発達支援事業 22人 22人 22人 22人 - -

⑤放課後等デイサービス 50人 50人 50人 50人 - -

⑥保育所等訪問支援事業 0人 0人 0人 0人 0人 1人

　　　　　　　回数 0回 0回 0回 0回 0回 1回

⑦親子通園事業 8人 19人 20人 21人 - -

　　　　　　　回数 2回 7回 10回 8回 27回 29回

⑧外来訓練事業 109人 115人 120人 121人 - -

　　　　　　　回数 279回 292回 298回 286回 1,155回 918回

各事業の報告内容について

①相談支援事業（一般）

②相談支援事業（専門）

③相談支援事業（☎）

④児童発達支援事業

⑤放課後等デイサービス

⑥保育所等訪問支援事業

⑦親子通園事業

⑧外来訓練事業

登録者数

登録者数及び実施回数

平成29年

合計
平成29年

合計

平成30年

平成30年 前年同月
実績

前年同月
実績

児童発達支援センター運営協議会への実績報告

平成29年8月1日現在

登録者数

登録者数及び実施回数

新規の相談の方が対象

継続相談の方が対象。計画相談等も含まれる。

相談者、関係機関等との電話での相談。予約受付は数に含まない。

登録者数
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講演会・研修会の開催報告 

 

 

１ 開催日時 

平成２９年５月２５日（木） 午前１０時～正午まで 

 

２ 内容 

「就学相談・小金井市の特別支援教育について」 

 

３ 実施形式 

⑴ 講義形式（学習会） 

⑵ 講師 市職員（小金井市学校教育部学務課） 

 

４ 対象者 

  きらりの利用者の保護者 

 

５ 参加人数 

２６名 

 

６ アンケート結果（一部抜粋） 

 

 とても丁寧でわかりやすい説明で、来てよかったです。 

 就学相談の流れや各学校・学級についてわかりやすい説明でした。だいたいの大枠は

つかめましたが、具体的な支援内容についてもう少しふれていただけたら参考になっ

たと思います。 

 大変参考になりました。今子どもは年中ですが、年長になってから情報集めをしてい

たら、考えをまとめる時間が不足していたかもしれないので、参加できてよかったと

思います。 

 今後のイメージがつきました。ありがとうございます。 

 就学相談説明会は行けなかったので、流れがわかり参考になりました。特に医療機関

の予約に時間がかかる、医師からの資料がないと支援委員会が開けない点など。
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講演会アンケート結果について 

 

１ 開催日時 

平成２９年６月８日（木） 午前１０時～正午まで 

 

２ 内容 

「良い姿勢が運動の発達につながるのはなぜか」 

 

３ 実施形式 

⑴ 講義形式（講演会） 

⑵ 講師 中山 雅和先生 （専門学校社会医学技術学院 理学療法士） 

 

４ 対象者 

  市内在住・在勤・在学の方 

 

５ 参加人数 

３０名 

 

６ アンケート結果（一部抜粋） 

 

 とてもわかりやすい内容でした。姿勢が聴覚や視覚にも影響しているということに新

たな発見がありました。外遊びの大切さや、具体的なよい姿勢のとりかたを学べて、

とても勉強になりました。 

 姿勢について、子どもだけでなく大人にもあり、特に保育所で働く職員が保育中に行

う書き物でも会議でも、子ども用椅子を使うことがあるので、やはり大人でもあって

も姿勢を保つことを考えなければならないと思いました。子どもの成長においては、

胎児の時からというのは新たな発見でした。裸足保育を実施しており、看護師中心に

足育について学んでいますが、幼児期の学習・体験できる環境を整えたいと思いまし

た。 

 参考になりました。よい姿勢を子どもたちに学ばせ、身につけることの大事さがよく

わかりました。 

 今回話を聞いて、私たちが普段生活する中で、姿勢は様々な影響を及ぼしていくとい

うことがわかりました。また胎児期から四つ這いになるまでの過程でも、姿勢という

ものがあり、感覚や安定性につながるということがわかりました。そして、そこに様々

な刺激をあたえることで、子どもの発達にもつながっていることがわかりました。こ

れからは、姿勢を意識して生活していきたいと改めて感じました。 
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１ 開催日時 

平成２９年７月６日（木） 午前１０時～正午まで 

 

２ 内容 

「発達検査ってなんだろう？」 

 

３ 実施形式 

⑴ 講義形式（学習会） 

⑵ 講師 岡野（きらり所属心理士） 

 

４ 対象者 

  きらりの利用者の保護者 

 

５ 参加人数 

２６名 

 

６ アンケート結果（一部抜粋） 

 

 なかなか自分で勉強する時間がとれないので、発達検査について知るよい機会になり

ました。就学相談の流れですでに今年度検査を受けてしまいましたが、このお話を聞

いてから受けたらさらによかったのかも、と思いました。質問タイムの家族への伝え

方、検査を受ける前の子ども本人への声かけも参考になりました。 

 発達検査と聞いてすごく不安な感じがしましたが、今回の学習会できちんとした理解

ができたと思います。 

 検査の種類、聞いたことはありましたが、うっすらとしか知らなかったのでお聞きで

きてよかったです。また、前もって質問を記入できたので、お答えしていただけてよ

かったです。「失敗体験で反省より、成功体験で自信を」のお言葉、響きました。 

 本年中に医師の診断を受けようと考えていたので、発達検査について学びたく参加い

たしました。具体的にどのような検査があるか知ることができ、たいへん勉強になり

ました。 
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１ 開催日時 

平成２９年７月７日（金） 午後６時３０～午後８時３０分まで 

 

２ 内容 

「子どものつまずきの原因から考える支援」 

 

３ 実施形式 

⑴ 講義形式（支援者研修） 

⑵ 講師 霜田 浩信先生（群馬大学教授） 

 

４ 対象者 

  市内在勤の、児童の支援に携わっている方 

 

５ 参加人数 

             単位：人 

所属 人数 

学校 １ 

保育施設 ４７ 

幼稚園 ７ 

学童 １８ 

障がい福祉関係 ３０ 

合計 １０３ 

 

６ アンケート結果（一部抜粋） 

 

 子の例が出てくるたびに関わった子の顔が浮かび上がり、どうすればよかった（と思

える）のかつかめ、よかったです。また例によっては自分がギクリとするものもあり、

気をつけたいと思います。OFF の図や、六の段の買い物メモなど、問題を抱える子の

状態（どう見えているのか）を体験でき、そういった子が身近に感じられました。 

 具体的にどう伝えてほめるかなど、日々の保育の中で生かそうと思う内容が多くあり

ました。実際にワークをしてみると、わかりにくさ、困難さを洗い出せて、常日頃か

ら意識しようと改めて思いました。 

 保育士の仕事をしています。気になる子どもの対応について具体的な行動を自分なり

に考えながら、保育に取り入れていきたいと思いました。衝動的な行動が目立つ子ど

もがいて、トラブルが多いので、その場その場での対応を考え、少し気持ち（こちら）

を落ち着かせてから関わりたいと思います。 

 とてもわかりやすく、時間が短く感じるほどでした。具体的な子どもの姿をイメージ

して話をきくことができました。モチベーションがあがりました。 



　>戻る  
 

不正な行為を行った評価機関の認証取消しについて

　東京都福祉サービス評価推進機構（以下、「機構」という。）は、福祉サービス第三者評価機関認証要綱第10条第1項に規定す

る認証・公表委員会の決定に基づき、評価機関の認証取消を行いました。  

 

 

１　評価機関名等 

評価機関番号：機構07－178 

評価機関名：日本コンサルティング株式会社（平成19年度認証） 

代　表　者：吉岡　和守 

所　在　地：東京都港区東新橋一丁目５番２号　汐留シティセンター１０階 

 

２　処分の内容 

福祉サービス第三者評価機関認証要綱第10条第1項第2号の規定に基づく評価機関 の認証の取消 

 

３　認証取消し年月日 

平成２９年７月１８日 

 

４　認証取消しに至った事由等 

（1）上記１の評価機関は、コンサルティング業務を行った事業者に対し、翌年度に福祉サービス第三者評価を実施した。 

（2）上記１の評価機関は、平成２８年度実施の福祉サービス第三者評価において、機構の定める評価手法に違反した評価を

実施した。 

（3）上記１の評価機関は、自己評価結果等の報告日について機構へ虚偽の報告又は資料を提出した。 

 

 

以上のことは、不正な行為を行う等評価機関としてふさわしくないと認められ、評価機関の認証取消事由である福祉サービス

第三者評価機関認証要綱第10条第1項第2号の規定に該当するため、認証の取消を行った。

 

 

 

 

Page 1 of 1不正な行為を行った評価機関の認証取消しについて

2017/07/25http://www.fukunavi.or.jp/fukunavi/hyoka/topic/29ninsyo_torikeshi.htm
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資料５

対象施設 数量 備考

小金井市関係機関 10
自立生活支援課、障害者センター、子ども家庭支援セ
ンター・ゆりかご、健康課、その他

小学校 9

中学校 5

児童館 4

学童 9

公立保育園 5

保育園（認可園） 15

保育園（認証園） 6

小規模保育所（０－２） 10

保育室 3

幼稚園 7

認定こども園 1

特別支援学校 3
小金井特別支援学校、けやきの森特別支援学校、小平
特別支援学校

家庭的福祉員 6

障がい福祉サービス事業所 7
おもちゃライブラリー、おもちゃ箱上水桜、おもちゃ箱こ
がねい、びぃぼ、桜町児童ショートステイ、賀川学園、か
りん

関係医療機関 4
武蔵野赤十字病院、口腔リハビリテーション多摩クリ
ニック、小児総合医療センター、多摩療育園

東京都関係機関 2 小平児童相談所、多摩府中保健所

市内関係機関 2 東京学芸大学、小金井市社会福祉協議会

図書館 5

合計 113

ポスター配布先一覧
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平成３０年度利用者の募集日程予定 

 

１ １０月１日～１１月３０日 

 新年度利用希望者は一般相談を利用 

※ただし、既にきらりで相談を行っている方は必要なし 

 

２ １１月１日～３０日 

利用希望申請を受付 

※ただし、児童発達支援事業を引き続き利用される場合は必要なし 

 

３ １２月～２月 

 利用承諾書を送付 

⑴ 児童発達支援事業 

１２月中に発送 

 ⑵ 放課後等デイサービス事業 

１月中に発送 

 ⑶ 外来訓練・親子通園事業 

２月中に発送 

 

４ ３月 

 ⑴利用承認通知を発送 

⑵計画相談の作成 

⑶利用契約の締結 

 



  資料７ 

 

 

 

運営協議会委員の事業評価について 

 

 

１ 評価対象事業 

 ⑴ 児童発達支援事業 

 ⑵ 放課後等デイサービス事業 

 ⑶ 外来訓練事業 

 ⑷ 親子通園事業 

 

２ 評価項目 

⑴ 職員は熱心に業務に取り組んでいるか？ 

⑵ 子どもたちは楽しく事業を受けられているか？ 

⑶ 事業計画に沿った運営がされているか？         

⑷ 清潔に保たれているか？ 

⑸ 事故の無いように配慮されているか？ 

⑹ 事業内容を十分理解しているか？ 

⑺ 質問に明確に答えられているか？ 

⑻ 働きやすい現場となっているか？           

⑼ 児童だけでなく保護者等への配慮はされているか？ 

⑽ 総合評価 

 

３ 評価基準 

十分である  

概ね十分である 

どちらともいえない 

やや不十分である 

不十分である 

 

４ 評価方法 

 ⑴ 職員へのヒアリング 

 ⑵ 事業見学 

職員ヒアリング  

事業見学 



                                     資料８ 

 

平成２９年度小金井市児童発達支援センター運営協議会開催日程 

 

 

１ 年間実施回数 

  ４回 

 

２ 次回以降の予定 

  

回 開催日 時間 場所 

第
３
回 

平成２９年１１月７日（火） 午前１０時から正午まで 未定 

第
４
回 

平成３０年３月１４日（火） 午前１０時から正午まで 未定 

 

 


